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マラリア対策､社会課題を事業化する

現マラリア･ノーモア･ジャパン　専務理事　水野達男

(元　住友化学株式会社ベクターコントロール事業部長)

1.住友化学の企業理恵とオリセットネット

企業理念"志の大切さ

自利1割心と公私一曳p
Our business must benefit society,

not just serve our om interests.

徽長一､織 

空董表書｢鸞 
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住友化学の企業理恵の中IDをなす｢住友の事業精神｣の中には､ ｢自利利他公私
一如｣ ､すなわち同社の事業は､同社自身を利するとともに､社会を利するもので

なければならない､という信念がある.同社は1913年､愛媛県新居浜の副手銅山に

おいて､銅の製錬の際に生じる有害な排出ガスを回収して肥料を生産する｢住友肥

料製造所｣として設立されました.住友の事業精神に基づき､環境問題の克服と農

産物増産をともに図る会社として生まれた当社には､事業活動､本業を通じて社会

の持続可能な発展に寄与することが企業の社会的責任(CSR)であるとの考えが､

いわば当社のDNAとして､深く根付いています.

また　同社は､先に上げた肥料の分野だけでなく､古くから農薬､特に農業用殺

虫剤､並びに家庭用殺虫剤の分野では世界的にも競争力の高い正業であり､ 1990

年始めごろに家庭用殺虫剤と樹脂加工という､異なる分野の技術を配合させ､工

場に出る不快な害虫の侵入を妨げる防虫剤入り網戸が開発されていた｡さらに

その技術を発展､応用開発し生まれた*1のが､ ｢オリセット㊥ネット｣マラリア防除用

の蚊帳である.この蚊帳は､耐久性､通気性に優れ､原料に繰り込まれた防虫剤が

糸の表面に徐々にしみ出す､スローiJリース綬術により､ 5年以上の長期にわたって

効果が持続するのが特徴である.

*1:同社では､これを｢創造的ハイプノットケミストリー｣と呼んでいます｡
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2.全世界80が国以上で使われているオリセットネット

オリセットネットの販売ビジネスモデルの根幹を成すのは､世界各国の保健省(日

本でいる厚生労働省)からの受注販売(Business to Goverment:BtoGと呼ぶ)

である｡しかし､アブノカ､東南アジア､そして中南米のそれぞれの国々は､自国で

の保健対策予算を多く持たない｡よって､世界銀行､ USAiD､国連(uNiCEF)やグロ

ーバルファンドといった開発途上国向けにある保健分野を支援する国際機関から

お金を借り､それらを資金にして､マラリア対策用の蚊帳を買い､それを国内で無

償で配布するが､或いは､安価で販売するというスキームである｡住友化学は､そ

れらの入札に直接参加し､受注した蚊帳を販売するのである｡最も､重い頃には､

年間　約6000万帳､末端価格にして約300億円強を販売してきた.今や､全世界

80が国以上で利用されている.

その受注形態は､さまざまで､各国保健省の購買窓口が指定する色､デザイン､

サイズの蚊帳を港渡し､或いは､それぞれの国内の倉庫渡し､さらには､グ｣ニッ

クまで､配送するというケースもありうる.住友化学と現地パートナーである

AtoZ社では､タンザニアの工場から､タンザニア国内及び､その近隣11が国(秦

アブノカ)へ配送できるシステムまで構築した.これは､現在でも､同社の束アフリ

カでの販売をする上での競争優位のさらなる源泉となっている.
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3.現地生産により地域の雇用を創出

蚊の防除の為に蚊帳を利用するということは､もともとアジアで発展した文化で

あった｡従って　そもそもアブノカでは蚊帳を使う､作るという文化､技術がなか

った.住友化学では　オリセット⑩ネットの供給を増強する中で､現地の雇用創出

によりアブ｣力経済の自立的な発展の一助となることを願い､ 03年､タンザニア

の蚊帳メーカーに技術を無償供与することにし､現地での生産を開始しました.

当時の生産規模は､年間で約30万張｡それでもその実現にあたっては､州0､国
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連児童基金くりNiCEF)をはじめとする国際機関､米国のベンチャー基金､非政府機

関(NCO)などとの連携が大きな役割を果たしていた｡さらに07年には､さらなる

生産増強とアブ｣力での品質管理を目的として当社と同社との合弁会社が操業

を開始した.当時の規模は､年間　550万張でした.その後､国連､その他国際機

関からの強い要望によって更なる生産規模の拡大を行い､ 2010年秋時点､アブノ

カ､タンザニアでの生産能力は年間2900万張り､従業員の数は約7000人に遷し

た.

アブ｣力を良くご存知の方なら当然のことかもしれませんが､少し工場の内外

に触れてみたいと思う.現在の雇用の大半(80%)は､女性である｡もちろん蚊

帳･縫製という産業的な理由もあるのですが､タンザニア､アルーシャでも他のア

ブ｣力地域と同じく一般的に女性の方が男性に比べて真面目で勤勉｡さらに､そ

の女性の約半数は地元アルーシャではなく地方出身で､工場に勤め労働を提供

し賃金をもらって生活するという行為自体初めてという人達である. ｢働く｣とい

う経験すら初めてだから､読み書き､計算も十分でない人も多く　実際に約

1500名の地方出身が､工場敷地内にある寮に住込んで仕事をしている｡特に､
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｢節約:SAVE｣という概念が彼女達の中では定着していないので　工場に研修

ルームを設営し､そこではそうした節約の慨恵やチームワークの大切さなども
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教育してきた.

中には､わずかな賃金(とはいっても､法的な最低賃金基準は　確実に上回っ

ているが)から貯金をひねりだし､又､夫婦共稼ぎで収入を管理することで､地方

の実家に仕送りをしたり､溜来自分達の家､店を持つ為とが､子供の菊に教育資

金を貯蓄するものも多く出てきている.これらは､日本の明治以降の産業革命の

頃に類似する.また､給料日ともなれば､工場の出入り口付近には､小さな売

店が数10店舗も並び､日本の祭りの夜店さながらの厨寮で､工場に出入りする従

業員向けのビジネスも生まれており､そこでは食事の提供､物品の売買などで

大変賑わっている｡

4.その他の住友化学　アブノカの挑戦

もう皆さんもお解かりのとおり､日本が果たすGIobaIな役割とは､新技術とそ

の品質にある｡よって､住友化学も､まず､アブ｣力の工握で出来る製品の｢品

質｣に強いこだわりを持った.平たく言えば､ ｢アブ｣力だがら､少しくらい品質が

悪くてもがまわない.｣と嬢決して言わないということである.実際　2007年か

らの3年間は､常時日本の技術者を現地派遷し､品質の維持に努めてきたし､私自

身も､2009年2月から昨年の10月まではば蹟毎月1回はアルーシャ工場に足を

運んでおりました｡詰栗､2010年10月には､現地アルーシャ工場でも､マラウイに

あるサテライト縫製工場でも､ ISO9001を取得､第三者も認める高品質の工場と

なった.さらに､この工場の技術力を生かし､オリセットネットの改良製品､あるい

は関連したネット裂品､またネット以外の製品ラインの拡張を目指して現地の

｢R8D｣の拠点､Africa Technica一 Ce[terを設立した.
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加えて､2011年11月には､ケニアの全土に展開されるスーパーマーケットに

も､オリセットネットが並んでいる｡日本国内では､住友化学のもつ優秀な殺虫

剤原料は､アース､キンチヨ-､フマキラーと害った有名どこらの防虫､殺虫剤メ
ーカーを通じて製品化され､販売されているが､未だこれら御三家はアフリカ

市場への参入を話していないことから､住友化学自身が､最終製品である｢オ

リセットネット｣を｢オリセット･クラシック｣という名称の元に小売り(BtoBtoC)で

の販売を実現している.
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ヒメボクトウの生態と被害低減技術

千葉大学大学院　園芸学研究科

中牟田　潔

1　はじめに

ヒメボクトウ〔文治sushsu居IなStaudingerはチョウ目ボクトウガ科に属す

るガである｡従来ポプラやヤナギ等の林木を幼虫が加害する森林害虫とされて

いた｡ところが､中西(2005)によって徳島県で日本ナシ(以下､ナシ)に

おける被害が報告されて以来､ナシやリンゴにおける被害が急速に拡大･増加

しつつある｡本稿ではここ1 0年ほどの間に明らかにされた本種の生態と性フェ

ロモンを用いた交信かく乱による被害低減技術について紹介する｡

なお､本稿の内容は農林水産省農業･食品産業科学技術研究推進事業｢リン

ゴ､ナシ産地を蝕む『ヒメボクトウ』に対する複合的交信かく乱防除技術の開

発｣にて得られた成果を含んでいる｡

2　ヒメボクトウの果樹への被害

中西(2005)以降､新たな病害虫を発見した場合､および重要な病害虫の発

生消長に特異な現象が認められた場合に発表される特殊報が､ヒメボクトウに

関して2008年に秋田県(ナシ)､ 2009年に福島県(ナシ､リンゴ)､ 2010

年に宮城県(ナシ) ､茨城県(ナシ) ､千葉県(ナシ) ､ 2011年に岩手県(リ

ンユナシ) ､ 2012年に栃木県(ナシ)と秋田県(リンゴ) ､ 2014年には

佐賀県(ナシ) ､そして2015年には福岡県(ナシ)で発表された｡そのほか

に山形県(リンゴ) ､長野県(ナシ､リンゴ) ､三重県(ナシ)でも被害の報

告があり､被害地域は拡がる傾向にある｡

本橋はナシ､リンゴの新たな害虫と思われがちだが､じつはリンゴへの被害

は昔から存在したと思われる(中牟田ら､ 2007) ｡ Cbssus属にはヒメボク

トウのほかにボクトウガC. JtiLZOenSJS.オオボクトウC cossus cn'entah'Sの

2陸が日本に生息するが､その分類に混乱があったため(井上､ 1987) ､過

去の被害はボクトウガ､あるいはそのシノニムであるC. jaFmn/t渇の被害とし

て報告されていたと想定される｡例えば､山田(1979)は､ ｢リンゴ病害虫図説｣

の中でボクトウガC.jaFXJn/'caをリンゴの害虫として紹介している｡掲載されて
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くるウシアブやガを孔道内に引き込んで捕食し(市川､ 2003) ､単独で生息

していると思われるからである｡さらに､ ｢コカタボクトウの名でも呼ばれて

いる｣と記述されていることからも､ヒメボクトウの可能性が高いと考えられ

る｡しかし､ナシにおけるヒメボクトウの被害は中西(2005)の報告が初めて

である｡

3　ヒメボクトウの生態

分布は､本州､九州､対馬とされているが(日本産昆虫目録データベース) ､

上述のとおり､四国でも分布が確認されている｡また､北海道道南地方におい

てフェロモン･トラップに雄成虫が誘殺されており､生息が確認されている(中

牟田､未発表)

成虫:成虫の開張は40～ 60 mm｡前麹は灰褐色で､黒い波状の線が複数

見られる｡ほぼ全身が鱗粉で被われている｡触角は糸状である｡羽化は6- 8

月にかけて見られる｡成虫の寿命は雄で5～ 9日､雌で6- 7日､交尾する

と雄で3～ 5日､雌で4- 5日と短くなる傾向がある｡成虫は午後羽化し､

当日の夜に交尾する｡

交尾:ヒメボクトウ成虫は夜行性で交尾は通常夕方から夜間に見られるが､

昼間でも飼育ケージを暗幕で被うなど暗くしてやると交尾する｡雌成虫がコー

リングを始めると､雄成虫は羽を矧ぎたかせる｡交尾時間は23.1 ±3.0分(9
～41分)｡

産卵:雌成虫の蔵卵数は1 57卵に達する｡産卵数は平均85卵(35～ 135)

で､ 20- 100個の卵が樹皮の割れ目などに卵塊で産下される｡産まれた直後

の卵は淡い黄色だが､蛭発生が進むにつれて黄褐色に変化する｡ふ化が近づく

と､顕微鏡下で卵殻を通してふlb幼虫を見ることができる｡ふ化した幼虫は卵

殻を摂食したあと枝や幹に穿入する｡

幼虫:背側が赤紫色～赤褐色を呈し､樹木に穿孔する昆虫にとしては珍しく

乗合して生息する｡幼虫の集合は老熟幼虫まで維持され､蛸化後も薗数の蛸が

集団で見られる｡材内に穿大した幼虫は財部を集団で摂食する｡幼虫期間はヒ

メボクトウの生活史の中でもっとも長く､樹木を実際に加害する発育ステージ

である｡実験室内にて人工飼料(インセクタLFS)を用いて14L:10D､ 25℃

で飼育すると､ 60%の個体は1年以内に羽化し､残りの40%は羽化まで1年半

近くを要した(表1) ｡
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表1　ヒメボクトウの人工飼育下における各ステージの発育日数

発育ステージ　　　　　発育日数(日)　　n

16±3　　　195

21 7±23　　　54

41 7±39　　　35

20±3　　　　67

5±2　　　　51

Nakanishietal (2017)は購化幼虫を14L:10D､異なる温度条件(15､ 20､

25､ 30､ Sら℃)にて人工飼料により飼育した結果､曲別巳までに25℃では約

260日､ 20あるいは30℃では約600日を要することを示した｡徳島県の温度

条件では1年で有効積算温度に達しないため､朗酎巳から曲別巳までには2年以上を

要することは間違いないと思われる｡

蛸:幼虫は老熟すると糸を吐いて繭を作り､その中で曲別ヒする｡蝿は当初明

るい茶色から黄褐色を呈し､羽化が近づくと濃い茶色に変化する｡羽化時には

蝿がその体長の3分の2ほどを樹木表面からその外側に出し､羽化後は蠣殻が

樹上に残る｡

被害:本程による被害を受けた木iよ幼虫の穿入口から木屑と虫糞が昆きっ

たフラスを排出し､その部分からは発酵臭がする｡被害は細い枝､太い主枝､

時に幹にも昇られる｡幼虫が集団で摂食するため､枝幹の衰弱や枯死を招き

ナシおよびリンゴ樹の生産性が著しく低下する｡

羽化消長:ヒメボクトウの羽化は､フェロモン･トラップを用いた誘殺消長

とナシ樹上に残された新しい羽化殻の消長がよく一致することより(中西ら､

2009) ､より蘭便なフェロモン･トラップにより羽化消長を調べることがで

きる｡その結果地域によって早晩の違いがあるものの､おおよそ6月上旬～ 8

月下旬までの3か月間と考えられる｡詳しくは中牟田ら(2010)を参照してほし

い｡

4　性フェロモン

ヤナギ被害樹から採集した幼虫を飼育して得られたヒメボクトウ雌成虫が放

出する成分を固相微量抽出(SPME)法により捕集し､ GCfAG法で解析した

結果2つの成分に雄成虫触角が強い電気生理応答を示した｡その後GC-MS等
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による化学分析の結果､ E-3-テトラデセ二ルアセタ-ト(E3-1 4:OAcJとその

幾何異性体であるZ-3-テトラデセニルアセタ-ト(Z3-14:OAc)の95:5混合

物が性フェロモンである可能性が示された｡そこでこの2成分を合成し､徳島

県内のヒメボクトウが発生しているナシ園において､誘引実験を行った結果､ E

体とZ体の100:0-60:40混合物が誘引性を示した(図1 ､ Chen et al､

2006)o Z体は単独で弱い誘引性を示すかE体1 00%I拍然の成分比である

E:Z=95:5と同じ誘引性を示すことから､ Z体は誘引に必須の成分ではなくE

体が雄の誘引に必須の主成分と考えられる｡

図1ヒメボクトウの性フェロモン成分であるE3-14:OAcとZ3-14:OAcを

異なる比率で混ぜ合わせたルアーの雄成虫に対する誘引性(Chen et al,

2006より作成)｡

また､その後の研究によりナシ被害樹から採集した雌由来の性フェロモンは､

E体とZ体が50:50-90:10の比で混じっていることもわかっている(佐藤･

中隼田､未発表)｡

5　交信かく乱の試み

ヒメボクトウの合成性フェロモンが雄成虫に対し強い誘引性を示したので､

徳島県内のナシ園において､合成性フェロモンを用いた交信かく乱を試みた｡
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ディスペンサーにはE:Z=83:17の合成品90mgを封入したポリエチレンチュ
ーブを用いた｡ディスペンサーをナシ園に処理し､その効果をモニタノング･

トラップへの雄成虫誘殺数とつなぎ雌を用いて評価した｡慎行防除のナシ園に

おいてはモニタリングのために設置した粘着トラップには､成虫の羽化期であ

る6月～8月の間に雄成虫が多数誘殺された｡それに対し交信かく乱用のディ

スペンサーを設置した複数のナシ園では雄成虫がほとんど誘殺されなかった

(図2)｡

0　　0　　0　　0　　02　　0　　8　　6　　4

:-=:,=-寵部鞋萬韓膵0艮訓fk一向｣

慣行防除園　　交信かく乱国i　交信かく乱国iI

図2　ナシ園における交信かく乱による誘引阻害効果(Nakanishietal,2013

より作成)0

また､ 2004年､ 2005年は慣行防除が行われていたナシ園に2006年にか

く乱剤を設置したところ､図3に示すように2004､ 2005年には多数の唖成

虫が誘殺されていたのに､交尾かく乱を行った2006年には雄成虫がまったく

誘殺されず､トラップシャットダウンが生じた(図3)｡このことは前年まで高

密度で成虫が発生したナシ園においても交信かく乱は十分可能であることを示

している｡
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0　　0　　0　　0　　0　　0　　02　　0　　8　　6　　4　　2

｣-=[--トへ･直上＼戴媒膝割笹選

2004　　　　　　2005　　　　　　2006

年

図3　徳島県内の同一ナシ園におけるヒメボクトウ雄成虫のモニタリング･ト

ラップ当たり誘殺数｡ 2004年､ 2005年は慣行防除を行い､ 2006年は

交信かく乱のためにフェロモン･ディスペンサーを設置した(Nakanishiet

al, 2013より描く)｡

さらに､室内にてヒメボクトウ幼虫を飼育し､羽化してきた雌成虫の麹の根

元を木綿糸でしぼり､他の端を固定する｢つなぎ雌｣をナシ園に一晩設置し､

その交尾率を受精後に雌成虫の腹部内に形成される貯精嚢の有無を指標に調べ

た｡その結果､慣行防除園では平均約45%のつなぎ雌が交尾したのに対し､交

信かく乱国では設置したすべてのつなぎ雌が交尾しなかった(Nakanishi et al､

2013)｡交信かく乱によりつなぎ雌の交尾が完全に阻害されたことから､次世

代の幼虫密度はかなり低減することが期待できる｡

ナシ園における結果を受けて､棚仕立てのナシ園より樹高がより高くなるリ

ンゴ園において､交信かく乱の効果を調べた｡モニタリング･トラップへの誘

殺では､ディスペンサーをヒトの目線(高さ150-160cm)に設置した場合

に､高さ工5mのみならず､ 3mあるいは5mに設罷したトラップへの誘穀も

強く阻害された(図4､ Hoshi et al, 2016)｡この結果はディスペンサーを目

線の高さに設置した場合でも､樹高が3.5mに達するiノンゴ樹を十分カバーで

きるくらいに性フェロモンが揮散していることを示唆している｡

交尾阻害については､ヒトの目線にディスペンサーを設置した場合に､高さ
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1mに赦したつなぎ雌の交尾か完全に阻害された｡さらに､高さ3mに赦した

つなぎ雌も交尾がほぼ完全に阻害された(図5, Hoshi et al. 2016)0

□交信かく乱国 ���慣行防除園 

1,5　　　　　　　　3

トラップ設置高(m)

図4　リンゴ園における交信かく乱による高さ別の誘引阻害効果(Hoshietal､

2016)

00　50　50　70　00　50　仰　50　柳_ 0　0
ri=

(%)欝e蛍m軋.fj∩

･交信かく乱国囲慣行-i 

04i2 i 宝��

1m　　　　　　　　　　　　3m

つなぎ雌の設置高(m)

図5　リンゴ園における交信かく乱の交尾阻害効果(Hoshi etal, 2016より

作成)
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また､ 0.1 haと小規模のリンゴ園､およびナシ園においてもモニタノング･

トラップへの誘引阻害(トラップ･シャットダウン)が確認できたので､周囲

にヒメポクトウが生息していない場合は小規模果樹園においても交信かく乱の

効果が期待できる｡

これらの結果は､ヒメボクトウにおける交信かく乱は被害低減に対し非常に

効果的であることを強く示唆しており､実際に被害樹率が交信かく乱処理3年

目に低下した(図6)｡これらの結果をもとに信越化学工業株式会社が農薬登録

の申請を行い､201 5年3月に果樹類への登録が認められ｢ボクトウコン㊥-H｣

が市販開始となった｡

5　　　0　　　5　　　0
クー　　2　　　1　　　-

(%)EfEEm

I �ｨ�ｨ耳ﾏ��ﾘ*�*ﾙy�ﾙ��ﾘ�ﾂﾘｫXﾗ9f飲ﾈ���ii 
2011　　　　　　2012　　　　　　　2013

年

図6 iノンゴ園における交信かく乱による被害率の推移(Hoshietal､ 2016)

6　おわりに

ボクトウコン㊥-Hの使用にあたって1点だけ留意する必要がある｡ヒメボク

トウは卵から成虫の羽化まで2年あるいはそれ以上を要する(中隼田ら､

2007 ; Nakanishi et al, 2017)｡実際に野外にてリンゴ樹に購化幼虫を接種

したところ､最初の成虫は2年目に羽化し､樹体内にはまだ幼虫が残っていた
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(星､未発表)｡したがって､交信かく乱の被害低減効果は処理翌年には期待で

きない｡その効果が現れるのは処理3年目以降になるので(図6)､被害低減に

至るまで毎年連続して処理することが肝要である｡実際に､徳島県立農林水産

総合技術支援センター･中西友華氏の私信によると､ 6年間継続して処理した

結果､被害率が約60%から20%以下に減少したナシ園がある｡また､ナシ栽

培農家へのアンケート結果では､約9割の人が数年前より被害が減ったと回答

したとのことである｡したがって､この点に留意して使用すれば､今後｢ボク

トウコン㊥-H｣の普及によりヒメボクトウによるリンゴやナシの被害は減って

いくことが期待される｡
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率戯29歳霞

下記のとおり生物的防除部会　平成29年度第1回講演会を開催いたします｡

会員の皆様には是非ご参加くださいますようにお願い申し上げます｡

記

日　時:平成29年6月15日(木)　午後3時00分～5時00分

場　所:東京農業大学1号館　2階　211教室

世田谷キャンパス案内図参照(21頁)

講演会　:

演題1 ｢気門封鎖剤のハダニおよびカプリダニに対する影響｣

元　野菜茶研･東海物産(樵)　　　浜　栂　　龍　三　　氏

<　講演要旨　>

ハダニの防除はカプリダニを用いたI PMが極めて有効である｡殺ダニ鞠でカブノダニ

に影響の無い剤は始めはうまくいくが､すぐに抵抗性か出て使えなくなる｡ (例えばダニサ

ラバ､スターマイトなど)｡薬剤抵抗性が付かないと言われる気門封鎖剤はハダニへの効果､

カブノダニへの影響は必ずしも明らかではない｡ 8種類の薬剤を用いて､ナミハダニ､ミヤ

コカjlJダニ､デリカjlJダニに対する影響を馳らかにした｡この種の試験は方法によって

かなり振れがあると考えられるが､ 1事例として情報渥供したい｡

演題2　｢ミナミキイロアザミウマの過去･現在～生物防除を中心に～｣

元　震研機構･野菜花き 河　合　　華　　氏

<　講演要旨　>

ミナミキイロアザミウマが重要害虫化したのは､日本が初めてであり､その後､世界各

地に紘大した｡当初は､有力天敵がいないとされだが､その後､ヒメハナカメムシ類が有

力とされ､利用のための研究が進められ､さらに多くの天敵が利用されるようになった｡

本種の発生の経経､天敵利用研究の進展等について述べる｡最後に､本程が｢生物兵器｣

として利用された問題についても述べる｡

なお､講演会終了後､講演者らを囲んでの懇親会(参加費3000円)を予定しています｡

ぜひご参加ください｡

¶講演会への参加申し込み･お問い合わせは

生物的随除部会会長　和田哲夫　wada_tetsuo@yahoo.co.jpまでお願い致します｡
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平成29年度総会闊鑑のお親らせ

平成29年度､生物的陽除部会の総会を下請の通り閑繕いたしますのでご多用とは思
いますが.会員各位のご出席をお願い致します｡

記

日　時:平成29年6月15日(木)　午後2時～午後2時45分

場　所:　東京轟業大学1号館　2階　211教室

世田谷キャンバス案内図謬照(21頁)
議　題: 1)呼成28年度事業報告および会許報告､監査報告

2)役員改選について

3)平成29年度事業計画案および予算案
4)平成29年度第一回講演会について

5)その飽

生物的防除部会の会員各社へお願い
会員会社各位におかれましては人事異動や住所変更などでご担当者や組織の変更などが発

生しています｡その都度訂正させて頂いていますが､この度改めて会員名簿の整備を行いた

いと思います｡お手数ですが以下の要領でお知らせください

生物的防除部会会員名簿(平成29年4月現在)

会社名 傀ｩ�餾H���郵便番号 偖ｨ��担当者名 �6I�"�FAX 乏ﾖﾖ�鳴�

名簿については各欄をご記入の上下記へお願い致します

東京農業大学総合研究所研究会

生物的防除部会(部会長　和田哲夫)

生物的防除部会(庶務　足達太郎)

〒156-8502　東京都世田谷区桜丘1-1-1

TEL 03-5477-2411 (直通)

FAX 03-5477-4032

e-mail t3adati@nodai.ac.jp
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東京農業大学へのアクセス

小田倉持

◆築後最下章

隻夢約15分

.助け寄　　　　　　◆千置き義教下車

･･一一℡粛後事費寧

義一農事す持･中書郵

健参約15分

バス釣5分<子亀個物照一農大の>

東京バス　淡谷魅行-(漉3)　事々力鰻重断行-(番11)　用賀麟行-(照ot)

･ JR山の手絡

◆義S農下書く轟き細さP)

バス的00分<渋谷照一農大勘>

小田aバス　鳥越学田部隊西口抒･････････(滋4)調布轍京口抒･･････････(湊節)

書棚　　東京バス　成織学○動脈茜口行･････････(淡21)粗鋼ヶ谷大義鯛fi････(灘3)

東急臼田種市録

◆相賀書下章

徒歩的20分

パス的iO分<用賀一重大筒>

鞠電照生--･-種-競･-食-義-･短調大学　舶'くス　帥谷峨全輪`"`"'''''(同朋ケ谷大棚行."''''".'mo-'

住所　〒156-8502　東京観世田谷塵緒丘トト1

蓋裏書

意プ手嶋

寄尊書

睦趣
意書S選録葉書

テ二乗雷-ト

鐘畳アリ二十　　　ヶラウンド

篇重機
ェコ沖ゾーン　畢生食後

強度東　　　　　和置換会置
r~"ー~ヽ
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